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昨年度の成果と課題
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学校関係者
評価委員会
委　員　長

　志を持ち、自らの目標を達成しようと努力する生徒と、意欲的・建設的に学
校運営に参画する教職員の協働により、「熱・意気・力」の校訓を具現化した
持続可能な学校をつくる。
　そのために、すべての教職員が元気で生徒が安心して学べ、成長できる学習
環境づくりと学力向上による進路実現をめざし、生徒に誇りと自信を持たせる
教育活動を実践する。
　また、市民からの期待と信頼をさらに高めるために、福翔改革を推進し、本
校の新たな歴史を切り開く学校づくりを進める。

１．組織的な学校運営と危機管理の徹底
　「すべては生徒のために」を常に意識し、主任主事を中心に教職員のもっている力を結集して、各部・各教科等が連携し、組織的に生徒の指導や校務
運営にあたるとともに、日常的に危機意識をもち、起こりうることを想定しながら教育活動を行う。
２．福翔改革サードステージ第２章の推進と学校改革委員会の活性化
　キーワード「総合学科」「伝統×時代」「授業改善×アントレプレナーシップ教育」のもと、昨年度決定事項を着実に実行するとともに、前例にこだ
わらない新たな視点と自由な発想で、学校行事や入試などを含めた学校課題を解決し、改革を推し進める。
３．アントレプレナーシップ教育の推進
　「産業社会と人間」、「総合的な探究の時間（デザイン思考）」及び「ジュニア・アチーブメント・プログラム（ジョブシャドウ・ＳＣＰ・ミー
ス）」等、全教職員で組織的に取り組んできた福翔キャリア教育に加え、様々な経験・体験を提供することで新たな学びを与え、福翔アントレプレナー
シップ教育を確立させる。また、社会のＤＸ化にも柔軟に対応できるようなデジタル人材を育てていく。
４．希望進路の実現と年内入試への取組の充実
　総合学科の強みを活かしながら、個々の進路に応じた学力の定着を図る。そのためには、指導と評価の一体化を図り、より良い観点別評価の在り方に
ついて、模索する。また、年内入試を挑戦のための入試と捉え、安易な受験とならないよう指導するとともに、必要な環境を整えていく。その方策とし
て、年内入試で活用できる資格取得、小論文、口頭試問などの対策についてブラッシュアップしていく。
５．部活動の活性化

評価（総合）学校経営方針・学校教育方針

特色化選抜入学者が抱える学校生活での課題を検
証し、入学後のミスマッチがなくなるよう工夫する。

取組状況・成果・課題
学　校
関係者
評　価

 学校関係者評価委員会からの意見等 今後に向けての方針・改善点

観点別評価に対する教員の理解をすすめ、より生徒
の主体的な学習につながる授業実践に向けて助言
する。

【成果】キャリア教育の充実を図るために外部人材を活用したり、希望者を中心とした校外研修を実施したりすることができた。「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」をはじめ各教科においても生徒のＩＣＴ活用力が向上しており、プレゼンテーション力の向上が見られる。
【課題】大学入試の在り方が年々大きく変化してきており、それについての教員研修や保護者への情報発信を一層充実させる必要がある。

評価
項目 目標

目標及び具体的な方策等
学校自己評価

定例の「いじめ防止対策委員会」とその事務局会（週
1回）において、未然防止、早期発見、早期解決等に
あたる。

生徒
指導

　規範意識の高い生徒を育て、１８歳から成人に
なる意識を持たせる。

ネットによる被害者・加害者にならぬよう、情報端末
機器を適切に扱う力を身につけさせ、互いに認め、
支えあう人間関係づくりを推進する。

その場に応じた挨拶や状況に応じた適切な行動を
身につけさせ、学校外でも地域の方々に愛される態
度を育成する。

「福翔高校いじめ防止基本方針」に基づき、総合
的かつ効果的にいじめ防止を推進する。

自転車通学者に対し、登下校、駐輪、交通マナー指
導を定期的に行い、主体的に行動できるようにさせ
る。

進学支援プログラム（特別文理・スポーツ文化・グ
ローバル経営）や短期研修（関西難関大研修・海外
異文化体験研修など）などにより実社会で活躍でき
る人材の育成を推進し、その取り組みを積極的に発
信する。

職員に向けた研修会や保護者向けの説明会を通し
て、適切な情報提供を行い、生徒の進路実現に有
益な情報を提供する。

進路
指導

　生徒一人一人の進路保障を目指し、適切な
指導・助言を行う。

生徒・教師・保護者間の連携の充実を図る。
スタディサプリを活用し保護者向けの情報発信の方
法を確立し、運用することで生徒の進路実現につな
げる。

共通テスト・小論文などの進路ガイダンスを計画的に
実施したり、校内向けの進路指導研修会を適切に実
施する。

ジュニアアチーブメントプログラムなどキャリア
教育や文部科学省の事業であるDXハイスクールの
取組を推進するとともに、学校行事や授業などに
おいても改善を図る。

学校における取組の目的を整理し、より充実した取
組となるようカリキュラムマネジメントを検討して
いく。

ICTを効果的に活用し、授業改善や校務の情報化
を進める。

生徒の進路保障のための課外や補習を計画し、生
徒が入試に対応できる学力を身に付けさせる。

改革検討委員会で学校改革の方策について議論
し、学校全体で改善を図る機運の醸成を図る。

キャ
リア
教育
の充
実

アクティブラーナーの育成を図る。

　自ら考え、自ら学ぶ姿勢を持つ生徒を育成する
授業実践を図る。

学習活動を通じて基礎的・汎用的能力の育成
を図る。

学校
改革

　サードステージ第３章の取組として、キャ
リア教育・授業や行事・部活動活性化をより
充実させ、特色ある取組を積極的に発信す
る。

「総合的な探究の時間」を通して、２年次では論理的思考
力、課題発見解決能力、社会への関心力、３年次では協働
力、創造力、考え抜く力の育成を目指す。

今年度の重点目標学校名

教育
課程
・
学習
指導

　入試方法を改善して、本校の発展につながる生徒の
確保を目指す。

特色化選抜入学者を領域毎で検証し、入試方法や
入学後の指導を改善する。

授業研修などを通し、同じ教科だけでなく、他の教
科の授業を参考にしながら、教員の授業改善を促
す。

キャリアパスポートなどの教材を通じて自己理解・自
己管理能力や課題対応能力を身に付けさせる。

キャリア教育行事を通じて人間関係形成・社会形成
能力やキャリア形成能力の向上を図る。

１年次の「産業社会と人間」の授業を通して、目標設
定力、コミュニケーション能力、意思決定力の育成を
目指す。

いずれかを○で囲む


